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【1．国際水準 GAP 認証取得支援（団体認証）の要望調査について】 

GAP（農業生産工程管理）は、農業生産の各工程の実施、記録、点検及び評価を行

うことによる持続的な改善活動であり、EU 等諸外国では認証取得が農産物の取引条件

とされるなど、農産物輸出が注目される昨今では GAP 導入が世界的な潮流となってい

ます。県では新規に国際水準 GAP（GlobalGAP、ASIAGAP 及び JGAP）の団体認

証を取得する農業者・集出荷団体への支援事業の実施を予定しています。要望調査様式

は別添チラシをご確認ください。 
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▽▼さかた農林水産業お役立ち情報 121 号（2025 年２月３日） 

 ２月３日、東北地方整備局、仙台管区気象台、東北運輸局、東日本高速道路株式会社東北支社か

ら大雪に関する緊急発表が出されました。日本海側を中心に、２月５日から８日頃にかけて警報級

の大雪となる見込みです。また、短時間の強い降雪により積雪が急に増加するおそれがあるほか、

猛ふぶきとなる所があるとのことです。 

今後は最新の気象情報に御留意いただき、屋根からの落雪や農作物、農業施設への被害に注意・

警戒してください。 

 

（担当）Ｒ.Ｓ 



〇事業内容／ 

下記の取組に要する費用を支援（補助率等の詳細は別添チラシにて） 

・認証審査（必須）の審査費用、審査員旅費 

・研修指導の受講費用、講師旅費 

・ICT を活用した情報システムの利用、分析・調査の実施、設備・資材の導入などの認

証取得に係る環境整備 

 

〇支援要件 

令和 7 年度中に国際水準 GAP の団体認証を新規に取得する、農業者・農事組合法

人・農地所有適格法人、農業協同組合等。 

 すでに国際水準 GAP の団体認証を取得している団体が新たに経営体を追加する場

合は、追加される経営体の取組に限り支援対象となります。 

 

〇留意事項／  

・個別認証は対象外です。 

・令和 7 年度の実施はあくまで予定であり、変更される可能性もあります。 

 

〇問い合わせ先／ 

山形県農林水産部 農業技術環境課 農産物安全担当 

TEL : 023-630-3419  FAX : 023-630-2456 

---------------------------------------------------------------------------- 

【2．令和 7 年度「食と農のビジネス塾」10 期生募集】 

対象／農林畜産業、食品産業に興味関心のある方どなたでも 

期間／令和 7 年 4 月 10 日（木）～令和 8 年 2 月 27 日（金） 

内容／基礎、経営、加工、販売、ビジネス計画書作成等 

会場／山形大学農学部(鶴岡市)、酒田市、庄内町、三川町、遊佐町など 

定員／40 名 

費用／庄内地区在住 3 万円、それ以外の方 4 万円（免除制度あり） 

申し込み／令和 7 年 3 月 24 日(月)まで 

山形大学農学部内「地域定住農業者育成コンソーシアム」事務局 

TEL：070-2011-5615  



---------------------------------------------------------------------------- 

【3．地域定住農業者育成コンソーシアム「食と農のビジネス塾」優秀者報告】        

対象／農業、農村に興味関心のある方どなたでも 

日時／令和 7 年 2 月 28 日（金） 13：00～14：30 

会場／山形大学農学部 301 講義室（鶴岡市若葉町１－２３） 

内容／食と農のビジネス塾優秀者報告会 

費用／無料 

持ち物／なし 

定員／なし 

申し込み／令和 7 年 2 月 21 日（金）まで 

山形大学農学部内「地域定住農業者育成コンソーシアム」事務局  

TEL：070-2011-5615  

---------------------------------------------------------------------------- 

【４．今月のおすすめの農業体験をご紹介します！】 

酒田市グリーン・ツーリズム推進協議会で提供している農業体験をご紹介します。冬

の冷え込みが増すこの季節、室内でできる農業体験を楽しんでみませんか？２月にお

すすめの農業体験は以下の通りです。ご興味のある方はぜひ申し込んでみてくださ

い！ 

 

・体験メニュー①：本格手打ちラーメン体験 

提供者：ごすけ（岩間 政幸） 

連絡先：080-5576-1492 

期間：通年 

料金：1 名 1,500 円 

体験人数：１名～６名 

 

・体験メニュー②：そば打ち体験 

提供者：ごすけ（岩間 政幸） 

連絡先：080-5576-1492 

期間：通年 

料金：1 名 1,500 円 



体験人数：１名～６名 

 

※①・②は出張体験メニューもございますので、お問合せください。 

 

・体験メニュー③：そば打ち体験 

提供者：手打ちそば鳳来（小松 幸雄） 

連絡先：0234-64-4648 

期間：通年（7・8 月除く） 

料金：1 名 1,500 円 

体験人数：2 名～10 名 

 

○申し込み／農業体験提供者へ直接連絡 

○問い合わせ／酒田市グリーン・ツーリズム推進協議会 

（電話：25-3100／HP：https://www.sakatagreentourism.com/） 

---------------------------------------------------------------------------- 

【５．花のある暮らしを目指して！おはなのいろは✿】 

花は一輪でも、私たちの生活に彩りを加えてくれます。しかし、基本がわからずに、

なかなか暮らしに取り入れられない方も多いのではないでしょうか？そんな方のため

に、「花のまち酒田 華いっぱいプロジェクト」※では、お花に関する情報をお届けし

ます。 

今回は「花の適切な水管理」について、教えていただきました。 

切り花を楽しむ上でとても大切な「水」ですが、実は、花の種類によって花瓶の中の水

のよごれやすさや適切な水位が異なることをご存じでしょうか。花を長持ちさせるた

めには、それぞれの花に適した水の管理方法を知っておくことが重要です。 

 

適切な水の高さは花によって変わる？ 

花瓶の水の適切な高さは、主にその花の茎の硬さや水分の吸収量によって変わります。 

 

硬い茎の花や枝物：深水が適切 

茎の硬い花、例えばバラやボタン、シャクヤク、ツバキ、枝物などについては、比較的

多くの水を吸う傾向にあります。そのため、花瓶に生ける際は水にしっかり浸かるよう

https://www.sakatagreentourism.com/


に、水位を高め（茎の半分～2/3 ほど）にするとしっかり水を吸って長持ちします。 

また、枝物の場合、茎に十字に切れ込みを入れると、水を吸い込みやすくなります。ほ

かにも、雪柳のように、茎をトンカチで叩いてつぶすことで水上げがよくなるものや、

アジサイのように茎の中にある白いワタが詰まっており、これを取り除くことで、より

水をたくさん吸い上げるものがあります。 

 

柔らかい茎の花：浅水が適切 

一方で、茎が柔らかい花、例えばチューリップやカラー、キク、コスモス、ダリアなど

は、茎自体が水分を多く含んでいます。そのため、水をたくさん入れると腐りやすく、

水位は低めにした方がよいとされています。 

また、ヒマワリやガーベラのように、茎に細かい産毛が生えている花についても、水が

汚れやすいため、浅い水での手入れが好まれます。 

 

お花屋さんからのワンポイントアドバイス 

花瓶の水は、毎日変えてあげると長持ちします。また、水を変える際には、茎の先端を

1～2 ㎝切って新鮮な切り口を保ってあげると水を吸い上げやすくなります。 

生花店で購入される際には、ぜひその花に適したお手入れ方法などを聞いてみてくだ

さい。皆さんのご自宅でお花が長く美しい姿で楽しんでいただけることを心より願っ

ています。 

 

今月のおすすめのお花は 

ストック、啓翁桜、リューココリーネ、ランキュナスです。 

 

今回の記事は、 

《CLOVER（山形県酒田市高見台２丁目１７−１１）の阿部さん》からご提供いただき

ました。 

※「花のまち酒田 華いっぱいプロジェクト」は酒田産花きの認知度向上を目指して、

市内の有志の生花店と団体、そして市が共同で立ち上げました。 

---------------------------------------------------------------------------- 

 

 



【６．知財経営セミナーの開催について】 

スマートフォンが生活の一部となった今、あなたのビジネスがスマホユーザーにし

っかりとリーチすることが必須となっています。そのための実践的な戦略、スキル、ノ

ウハウとトラブルを回避する方法を解説するセミナーを開催いたします。 

 

〇日時／令和 7 年 2 月 25 日（火） 14:00～16:00 

〇場所／【山形会場】山形市松栄 2-2-1  

山形県高度技術研究開発センター2 階 研修室 

    【オンライン】Zoom ミーティング 

〇対象／県内中小企業・事業者等、支援機関（行政機関、金融機関等を含む）等 

〇内容／もうける Web・SNS 等の活用法！と落とし穴！ 

〇定員／【山形会場】受講 30 名 ※定員になり次第締め切らせていただきます。 

    【オンライン】受講 30 名程度 ※山形会場と Zoom で繋ぎます。 

〇お申込み／以下のホームページから申込フォームに入力、送信してください。 

 https://chizai-portal.inpit.go.jp/madoguchi/yamagata/news/websns.html 

〇問い合わせ先／ 

INPIT 山形県知財総合支援窓口 TEL : 023-647-8130 

---------------------------------------------------------------------------- 

【７．米に関するマンスリーレポート等（令和７年１月）】 

農林水産省より１月号が配信されました。詳しくは下記 URL よりご参照ください。 

 

〇主な掲載内容 

 特集 

１ 令和７年度予算概算決定の概要について（水田活用関係）   特集-1 

 

農林水産省（農産）ＨＰ 

https://www.maff.go.jp/j/nousan/index.html 

農林水産省（マンスリーレポート）HP 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html 

農林水産省（統計情報）HP 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html 

https://chizai-portal.inpit.go.jp/madoguchi/yamagata/news/websns.html
https://www.maff.go.jp/j/nousan/index.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html
https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html


---------------------------------------------------------------------------- 

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 

さかた農林水産業お役立ち情報 

発行日：毎月１回＋臨時号 

発行元：酒田市農林水産部農政課 

☆ 酒田市の農業に関するホームページ 

https://www.city.sakata.lg.jp/sangyo/nogyo/index.html 

 

◇ ページ内のリンク先へのアクセスに起因する通信料の増大や被害等については、

発信者は一切の責任を負いませんのでご了承ください。 

◇ 市公式 LINEでの配信の登録、配信停止等は下記リンク先を参考に設定をお願いい

たします。 

https://www.city.sakata.lg.jp/sangyo/nogyo/nosanbutsu/nosei_line.html 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

 

https://www.city.sakata.lg.jp/sangyo/nogyo/index.html
https://www.city.sakata.lg.jp/sangyo/nogyo/nosanbutsu/nosei_line.html

